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本
学
名
誉
教
授
で
能
楽
研
究
所
元
所
長
の
表
章
先
生
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
六
日
に
享
年
配
で
逝
去
さ
れ
た
。
通
夜
・
葬
儀
は
九
月
十
一
日
・
十
二
日
に
中
野
宝
泉
寺
で
長
男
き
よ
し
氏
を
喪
主
に
執
り
行
わ
れ
、
学会・能界をはじめ先生に御縁の深かった多数の参列者がし
め
や
か
に
お
見
送
り
し
た
。
三
月
に
日
本
学
士
院
賞
・
恩
賜
賞
を
受
賞
さ
れ
た
先
生
の
お
祝
い
を
九
月
十
五
日
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
そ
の矢先の急逝で、本来は祝宴で披露するはずだった先生の幼
時
か
ら
の
思
い
出
深
い
写
真
の
数
々
が
斎
場
に
飾
ら
れ
、
お
祝
い
の
引
き出物に添える予定で先生御自身が編まれた略歴と著述目録
が会葬者に配られるなど、悲しい予定変更となってしまった。
告別式では野村寓氏、竹本幹夫氏、稚内市長（副市長代読）か
らの弔辞が捧げられ、また、通夜には片山幽雪氏発声の〈江
口〉、告別式には観世銚之丞氏発声の〈卒塔婆小町〉も手向け
られた。生前に御自身で定められた法名は「観法院釈能章」。
観は観世、法は法政大学、能は能楽、章はご自分のお名前か
ら
取
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
表
先
生
は
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
が
正
式
に
発
足
す
る
追
悼
表
章
先
生
以前の能楽研究室時代に助手として就任されて以来、平成十
年の定年まで四十七年間、能楽研究所の充実・発展に尽くさ
れ
た
。
御
定
年
後
も
陰
に
な
り
日
向
に
な
り
研
究
所
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
感
謝
に
堪
え
な
い
。
能
楽
の
実
証
的
研
究
を
確
立
ざ
れ
戦
後
の
能
楽
研
究
を
牽
引
し
て
来
ら
れ
た
先
生
の
も
と
に
は
、
昔
か
ら
大
学
の
枠
を
越
え
て
多
く
の
若
い
研
究
者
や
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。
能
楽
学
会
設
立
の
中
心
と
な
っ
た
の
も
、
か
つ
て
表
先
生
を
畏
れ
敬
い
つ
つ
能
楽
研
究
所
に
通
い
詰
め
て
いた人たちである。外国からも優秀な研究者が先生の指導を
受けにやってきた。その人たちが今は世界各国（日本全国）で
活躍し、研究所の活動を支えてくださると同時に、自分の学
生を研究所に送り込んでくれる。表先生一人で既に三十年前
に、能楽研究のＣＯＥ拠点を作っていらしたようなものだっ
た
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
先
生
の
偉
大
さ
に
打
た
れ
る
思
い
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
先
生
も
晩
年
は
さ
す
が
に
お
疲
れ
を
口
に
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
「
老
い
の
自
覚
」
を
冗
談
に
な
さ
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
い
ざ
研
究
の
こ
と
に
な
る
と
驚
異
的
な
集
中
力
と
鋭
さ
を
生
涯
山
中
玲
子
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以
下の略歴と著述目録は、表童氏自身が恩賜賞・学士院賞
受賞記念に作成されたものからの抄出である。略歴は特に能
楽研究所と関係が深いできごとを中心に選んだ。著述目録は、
単著・共著のほか能楽研究所名義で実際はほぼ表氏の執筆に
よるもの、氏が深く監修に関わった研究轡などを抄出した。
ま
た
、
共
著
者
の
お
名
前
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
も
に
、
よ
り詳細な情報については「能楽研究講義録六十年の足跡を顧
みつつ」（笠間香院平成型巻末の「表章の著述目録」「表
章の略歴」を参照されたい。
最後の日まで持ち続け、些かの妥協も衰えも見せられなかっ
た。亡くなる当日も若い人たちの研究会に出席されたし、最
後の御仕事となった御著書二冊二冊は通夜の日に見本刷り
ができた）の校正には、行間をぎっしりと埋める赤ペンの書
き込みで、詳細な指定が残っている。寿命がいつまで続くの
かは誰にも知り得ないことだが、先生はご自分の中に残って
い
た
生
命
の
力
を
一
滴
の
無
駄
も
な
く
研
究
に
注
が
れ
、
あ
の
世
に
旅
立
た
れ
た
の
だ
と
思
う
。
先
生
は
原
稿
の
字
数
や
頁
数
を
ピ
ッ
タ
リ
と
合わせるのがお好きだったから、二冊の本を仕上げての旅立
ちを「してやったり」と思っておいでかもしれない。
能楽研究に生涯を捧げられた表先生は、能楽研究所にもま
た別の意味で一生を捧げてくださったのだと思う。先生の学
恩にあらためて感謝し、心からご冥福をお祈り申し上げる。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
【略歴】
昭
和
２
年
４
月
加
日
表
三
太
郎
の
次
男
と
し
て
金
沢
市
で
誕
生
。
昭
和
９
年
４
月
稚
内
北
尋
常
高
等
小
学
校
尋
常
科
入
学
。
昭
和
加
年
３
月
北
海
道
庁
立
稚
内
中
学
校
卒
業
。
７
月
東
京
高
等
師
範
学
校
分
科
第
二
部
（
国
語
漢
文
専
攻）入学。
昭
和
ｎ
年
３
月
朝
日
新
聞
社
主
催
能
で
初
め
て
能
を
見
る
。
昭
和
調
年
４
月
東
京
文
理
科
大
学
国
語
国
文
科
入
学
。
山
岸
徳
平
教
授
・
能
勢
朝
次
教
授
・
佐
伯
梅
友
助
教
授
・
小
西
甚
一
助
手
ら
の
指
導
を
受
け
る
。
昭
和
妬
年
３
月
東
京
文
理
科
大
学
卒
業
。
昭
和
妬
年
７
月
法
政
大
学
能
楽
研
究
室
助
手
。
昭
和
幻
年
４
月
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
発
足
。
昭
和
弧
年
４
月
法
政
大
学
文
学
部
専
任
繍
師
・
能
楽
研
究
所
所
員
。
昭
和
銘
年
５
月
神
戸
で
香
西
精
氏
に
始
め
て
会
う
。
昭
和
打
年
４
月
法
政
大
学
文
学
部
助
教
授
。
６
月
中
世
文
学
会
幹
事
と
な
り
、
「
世
阿
弥
生
誕
六
百
年記念展覧会」を法政大学で開催。
昭
和
ｎ
年
４
月
法
政
大
学
文
学
部
教
授
。
昭
和
妬
年
、
月
能
楽
研
究
所
、
麻
布
校
舎
三
階
に
移
転
。
昭
和
詔
年
７
月
中
世
文
学
会
の
委
員
代
表
と
し
て
創
立
三
十
周
年
記念誌発行を実現。
９
月
国
立
劇
場
能
楽
堂
発
足
。
専
門
委
員
就
任
。
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平平平平
成成成成
２２１７１４１０
年年年年
６１１１６３
月月月月月
昭
和
“
年７～
９
月
平
成
３
年
３
月
平
成
７
年
３
月
昭
和
Ⅲ
年
４
月
【主要著述］
昭
和
朗
年
８
月
昭
和
調
年
２
月
昭
和
弱
年
４
月、月
９
月
６
日 1２
月
法政大学文学部長に就任（侭年３月まで）。
能
楽
研
究
所
長
も
兼
務
。
文
学
部
長
の
任
期
終
了
。
能
楽
研
究
所
長
は
継
続
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
短
期
留
学
。
財団法人観世文庫発足。常務理事となる。
法
政
大
学
よ
り
「
博
士
（
文
学
こ
の
学
位
を
受
け
る。学位論文は「喜多流の成立と展開」。
「喜多流の成立と展開」により、角川源義
賞（国文学部門）を受賞。
定
年
に
よ
り
法
政
大
学
を
退
職
。
能楽学会発足。初代代表に就任ｃ
瑞宝中綬章を授与される。
第
皿
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
を
受
賞
。
能
楽
史
研
究
の
業
績
に
よ
り
恩
賜
賞
・
学
士
院
賞
を受賞。
永眠。「蔵書目録附解題」（能楽研究所名義）
能
楽
史
料
７
「
舞
正
語
磨
付
承
応
神
事
能
評
判」校注。
わ
ん
や
書
店
岩波文庫「申楽談儀」校注・解説。岩波書店
日本古典文学大系佃「謡曲集（上）」（共著）
岩
波
書
店
昭
和
加
年
３
月
昭
和
卿
年
４
月
昭
和
姐
年
７
月
昭昭
和和
４５４４
年年
１０５
月月
昭
和
釦
年
３
月
昭
和
銘
年
２
月
昭
和
汀
年
６
月
昭
和
弱
年
ｎ
月
昭
和
弱
年
６
月 ⑫月皿月 胆月
「世阿弥生誕六百年記念展覧会出品目録」
（能楽研究所名義）
日本古典文学大系虹「謡曲集（下匡（共著）
岩
波
瞥
店
「鴻山文庫本の研究ｌ謡本の部」文部省研
究助成出版。
わ
ん
や
轡
店
「
金
春
古
伝
書
集
成
」
（
共
著
）
わ
ん
や
書
店
「図説光悦謡本」解題繭。（共著）畑中
有
秀
堂
日
本
古
典
文
学
全
集
、
「
連
歌
論
集
・
能
楽
論
集・俳論集」（共著）
小
学
館
能
楽
資
料
集
成
２
「
細
川
五
部
伝
轡
」
校
訂
・
解
説。
わ
ん
や
書
店
日
本
思
想
体
系
型
「
世
阿
弥
・
禅
竹
」
（
解
説
加
藤
周
二
岩
波
書
店
能楽資料集成４「法音抄Ｉ」影印。
「
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
三
巻
能
」
（
共
編）能解説・翻刻。
三
一
書
房
「別冊太陽日本のこころ妬「能」」櫛成・
監修。
平
凡
社
「風姿花伝影印三種」（共著）校訂・解説。
和
泉
書
院
能楽資料集成９「金春安照伝書」（共校）
わ
ん
や
書
店
Hosei University Repository
140
平
成
６
年
８
月
平
成
７
年
４
月
平
成
５
年
１
月
平肌成４年３月
平
成
２
年
３
月
昭
和
鯛
年
５
月
昭
和
岡
年
３
月
昭昭
和和
６２６１
年年
３３
月月
昭
和
師
年
３
月
昭
和
調
年
８
月
昭
和
弘
年
、
月
昭
和
弱
年
３
月８月
わ
ん
や
書
店
「能楽史新考（二」
わ
ん
や
轡
店
「能楽と奈良」
奈
良
市
役
所
能
楽
資
料
集
成
、
「
能
之
訓
蒙
図
蕊
」
影
印
の
校
訂・解説。
わ
ん
や
書
店
「
世
界
の
中
の
能
」
（
共
編
）
法
大
出
版
局
永青文庫叢刊第叫巻「芸道秘書集」編集・
解題。
汲
古
轡
院
「能楽史新考（二）」
わ
ん
や
書
店
岩
波
講
座
「
能
・
狂
言
」
Ｉ
「
能
楽
の
歴
史
」
（共著）
岩
波
書
店
岩波講座「能・狂言」Ⅱ「能楽の伝轡と芸
論」（共著）
岩
波
書
店
完訳日本の古典⑪「謡曲集二風姿花伝」
（共著）
小
学
館
「測山文庫蔵能楽資料解題（上）」（能楽研究
所名義）
能
楽
資
料
集
成
Ⅳ
「
実
鑑
抄
系
伝
瞥
（
上
臣
校
訂・解説。
わ
ん
や
嘗
店
「
観
世
宗
家
幽
玄
の
花
」
監
修
・
文
献
資
料
解
題。
朝
日
新
聞
社
「喜多流の成立と展開」
平
凡
社
「江戸初期能番組七種ｌ番組要綱と曲名索
引と演者名総覧」科研研究成果報告書。
平
成
翠
年
９
月
平平平
成成成
２１２０１７
年年年
１２３
月月月
平
成
週
年
９
月
平
成
ｎ
年
４
月
平
成
加
年
４
月
平
成
９
年
３
月４『月
平
成
８
年
３
月９月
能楽資料集成⑬「能楽諸家由緒響」（共著）
わ
ん
や
轡
店
「観世文庫蔵室町時代謡本集」観世文庫
「世阿弥自錨能本巣』（月畷会編集）監修。
岩
波
瞥
店
「鴻山文庫蔵能楽資料解題（中匡〈能楽研究
所名義）
「
近
世
以
前
の
能
役
者
の
基
礎
研
究
Ｉ
翻
印
四
十
種
と
総
合
名
鑑
二
種
」
科
研
研
究
成
果
報
告
書
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
連
歌
論
集
・
能
楽
論
集・俳論集」（共著）
小
学
館
「大和猿楽史参究」
岩
波
書
店
「観世流史参究」
槍
轡
店
日
本
の
古
典
を
読
む
Ⅳ
「
風
姿
花
伝
・
謡
曲
名
作
選寅共著）
小
学
館
「昭和の創作「伊賀観世系譜」ｌ梅原猛の
挑発に応えて」
ペリか
ん社
「能楽研究講義録’六十年の歩みを顧みつ
つ」
笠
間
書
院
（以上）
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